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▼概要 

 2014/4/27 に Microsoft から公開されたセキュリティアドバイザリ 2963983 には、今回

公開された脆弱性を回避策が記載されています。そのうち、「VGX.DLL を無効にする」方

法での回避策について、バッチファイルで行えるようにしたものです。 

※このバッチファイルは、Windows Vista / Windows 7 以降を対象としたものです。 

 

▼免責事項 

・このバッチファイルは、Microsoft のセキュリティアドバイザリ 2963983 の記述に 

基づき、弊社のお客様の設定の利便のために作成したものです。 

・このバッチファイルのご利用はご自身の責任で行ってください。このバッチファイルの 

実行により生じたいかなる損害にも一切保証を致しませんのでご了承ください。 

 

▼回避策の適用方法 

 「管理者として実行」してください.bat を、管理者として実行管理者として実行管理者として実行管理者として実行してください。 

 ＃このファイルを右クリックして出てくるメニューから、「管理者として実行」を 

  選択してください。 

 

 

 

 ※「ユーザーアカウント制御」のダイアログでは、「はい」を選択してください。 

 

 (以下、次ページ) 

  



 バッチファイルが起動します。 

 
 ＃中断する場合は、Ctrl+C(Ctrl キーと「C」のキーを同時に押す)を入力して、 

  次の「バッチジョブを終了しますか (Y/N)?」に「Y」キーを押してください。 

 

 何かキーを押すと処理を実行します。実行中に以下のようなダイアログが表示されます。 

 いずれも、「OK」をクリックして進めてください。 

 

(Windows が 64bit 版の場合, 32bit版の場合の両方ともに表示されるダイアログ) 

 
(Windows が 64bit 版の場合にのみ表示されるダイアログ) 

 



 処理が完了しました。 

 Internet Exploror が起動している場合は終了し、念のため PC を再起動して 

ください。 

 

 

 以上で回避策の適用は完了しました。 

 

▼参考 URL 

 Microsoft Security Advisory (2963983) 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/security/advisory/2963983 
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